
ご利用明細の形式をお選びいただくことができ、お客さまのご要望に沿った請求単位にまとめて作成いたし

ます。部署やグループなど所属別に集計結果が得られるため、伝票処理の簡素化、予算管理にもお役立てい

ただけます。
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ご希望に沿った
ご利用明細書

株式会社 JAL マイレージバンク PassAge デスク

TEL  03-5796-1170　E-mail  passage.info@jal.com

受付時間 9：30～ 12：00・13：00～ 18：00（土･日･祝日･年末年始休）

お問い
合わせ

UATP について

JAL PassAge Corporate Plan のサービスについて

スタッフ紹介

PassAge News Letter
いつも JAL PassAge Corporate Plan をご利用いただきありがとうございます。「PassAge News Letter」2016 年夏号を発刊
いたします。

2016
夏

前回に続き、JAL PassAge Corporate Plan のネットワーク会社であるUATP（Universal Air Travel Plan）日本事務所の和田一郎

マネージャーから、UATPについてご説明いただきます。

　　　回は趣向を変え、ここ数か月の業務渡航マーケットの全

　　　般的な需要について俯瞰してみます。総じて、世界経済

全体の景気の減速感から弱含みですが、言うまでもなく、地域

別に見ると、晴れマークのところ、曇りのところと様々です。

　　　BTA（Global Business Travel Association）の最新レ

　　　ポートによれば、アジア太平洋地域全体の業務渡航需要

は、2019年まで年平均7.7%の伸びが持続するだろうと予測

されています。なかでも、今年度も 12%を超える成長率が想

定される中国は、今年度中にアメリカのマーケット規模（1USD:

110円で約 3兆円）を上回るだろうと予測されています。

いつも JAL PassAge Corporate Plan をご利用いただき誠にありがとうございます。JAL マイレージバンク

の市原です。お客さまの企業情報登録変更業務や請求書発送業務を担当しております。日々精算業務を確実

に遂行することを心がけ取り組んでおります。今回は JAL PassAge ご請求書の分け方についてご紹介いた

しました。ご要望等ございましたら何なりとお申し付けください。今後とも JAL PassAge をご愛顧賜りま

すよう何卒よろしくお願い申し上げます。

発券時に旅行会社
様にご入力いただ
く部署コード等の
情報が、そのまま
明細に表示される。

ただけます。
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発券時に旅行会社
様にご入力いただ
く部署コード等の
情報が、そのまま
明細に表

ABC商社（株）　御中

請　求　書
（2016年 07月分）

請求書番号　JM B-0810-001

請求書日付　2016年 08月 10日

株式会社 JAL マイレージバンク

2016 年 07 月分の PassAge コーポレートプランご利用代金として、

下記の通りご請求申し上げます。

お支払いは、08月末日までに、下記口座までお振込み下さいますよう

お願い申し上げます。
記

請求明細　ABC商社（株）

海外事業部　　　　　　7,351,930円

市場調査部　　　　　　2,828,214円

合　計　　　　　　　 10,482,544円　　　

お振込み先

　×××銀行　本店

　普通預金　口座番号　1234567

　口座名義　株式会社ジャルマイレージバンク

お問合わせ先

　（株）JAL マイレージバンク　法人事業部

　〒140-8627

　東京都品川区東品川2-4-11

　　　　　　野村不動産天王洲ビル

　TEL 03-5796-1118

　FAX 03-5796-1124

請求書1部／明細書は各部署ごと実際の請求書サンプル

予算管理にもお役立てい

海外事業部

JAL PassAge コーポレートプラン　請求明細書（2016年 7月度）

市場調査部

JAL PassAge コーポレートプラン　請求明細書（2016年 7月度）

　　　メリカ経済は好調で2008年のリーマンショック後、最

　　　低の失業率を記録、ドル高が追い風に働き、業務渡航も、

ここ数年3%以上の安定したペースで拡大していますが、それ

をも凌ぐペースだということですね。

　　　は、日本のマーケットの天気予報はどうでしょう。JATA

　　　が会員の旅行会社を対象に実施している景気動向調査で

は、2016年1-3月は、業務渡航に分類される商用・視察では下

落しましたが、4-6月は上昇に転じるという見方をしています。

　　　らためて、業務渡航の需要の強弱は経済のパフォーマン

　　　スと高い相関関係にあることを再認識させられます。
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